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I。　ま　え　が　き

　スギの分布は広く北は青森県から南は鹿児島県に及ぶ

8）2）が，特に天然生林として有名なのは秋田のスギ林・

屋久島のスギ林及び石川’岐阜の県境から山口県に至る

脊梁山脈に沿って分布するスギ林である．

　島根農科大学匹見演習林はこの脊梁山脈の西部に位置

し，広島・山口・島根3県境附近のスギ天然生林の代表

的林況を現有する天然スギの多い地域である．

　年平均気温は11～12．Cで冬季積雪多く，積雪期間は

12～3月の4ケ月で隼間降水量は2000mmを超える裏日

本型気侯を示す申国山地気侯区15）に属する．

　本演習林は海抜800m以下では暖帯樹種ツクバネガシ

。アヵガシ・シラカシ。アラカシ’ウラジロガシが出現

し7），550m以上ではブナ・イヌブナ．ミズナラ等の代

表的温帯樹種が分布する温暖両帯の移行部に当る。

　この地方では過去において約30～40年の週期で天然

スギを主とする抜き伐りを行なったほか森林にはほとん

ど撫育を加えないようであり，天然スギは主としてブナ・

カエデ類。リョウブと混生して針広混交林をなし一部で

は純林を形成している。

　当地方の天然スギはかって申井が命名した芦生スギと

同系統のものとみてよく伏条性きわめて強く，伏条稚樹

を林内に多数見ることができる．

　従って当地方の天然スギの更新状態を明らかにするに

はスギ広葉樹混交林におけるこれら伏条稚樹の調査をか

くことはできないのである．

　幸にも／％0年に伐採に着手した第／林班はかかるスギ

広葉樹混交林の代表とみなすことができるので，天然ス

ギの成長経遇を知るため伐根の調査を行ない，あわせて

過去に行なった調査よりスギ伏条稚樹の生育状態を概説

する．

　この報告の計画と取りまどめは沖村が行ない，調査・

測定は沖村・山根・小野が行なった。

皿。スギ天然生林の概況調査

　本演習林における天然スギは／000m以上の尾根筋で

純林扶態をなすこと多く，／000m以下ではたとい尾根筋

でも純林状態をなすことはきわめてまれで，500～800m

ではスキの混交率は大体15％以下である．又尾根筋と沢

筋でも混交率は異なり一般に後者はきわめて低い混交率

を示すのが普通である．かかるスギの混交率の相違によ

りスギ伏条稚樹の数もかなり異なるので，全林よりア6ケ

のプロットを選びスギの混交率と稚樹の調査を行なっ

た。

　本演習林は海抜480～1180㎜に位し，面積は227ha

で大部分はスギ広葉樹混交林である。

　全林を森林調査簿によりスギ混交率86％以上，85～51

％，50～16％，15％以下の4に層化し，ほぼ面積比率に

より各層より夫々6，4，34，32のプロットを図上で抽

出し，ほぼ抽出地点に／0m×10mの調査地を設定して

スギと広葉樹の毎木調査を行なった。調査の結果第1表

に示すとおり各層のプロット数は多少変化し8，14，／6，

38となった。
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第1表調査プロットの配置

スギ混父率
86％

85～350～16 15％
以上 以下

計

位置
高 尾根 6ケ 4 2 12

申腹 2 2
・4

所
沢 2 2

申 尾根 6 6 6 18

申’腹 2 6 8位
沢 2 8 10

低 尾根 10 10

申腹 6 6所
沢 6 6

計 8 14 1638 76

　各プロットにつき海抜高・斜面における位置・スギの

伏条稚樹数を調査しあわせてプロット内の木本檀物の種

類も調査した．

　1　スギ天然生林の樹種

　調査したプロット76ケにつき出現率50％以上の樹種は

リョウブ・ブナ・ウリハダカェデ・オオバクロモジ・ア

オハダ・ムシカリ・タムシバ・チュウゴクザサ等で，天

然スギはほとんど全域にわたりブナ・リョウブ・ウリハ

ダカエデと混交して針広混交林を形成している．まれに

天然スギは純林状態をなして他の樹種の侵入を許さずわ

ずかに地床植物としてチュウゴクザサ・イヌツゲ・ムラ

サキマユミ・ミヤマシグレが存在する程度である。

　他の報告2）13）17）によると天然スギはブナ・ミズナラと

共に出現することが多いが，当調査地ではミズナラの出

！、二

第1図プロソト配置図

現は少なくその出現率はわずかに21％にすぎない．

　スギ伏条稚樹の多く出現する場所におもにみられる樹

種は上記のほかネジキ・サイゴク’ミツバツツジ・ウスギ

ヨウラクで比較的乾性の低木が多く，反対にスギ稚樹の

少ない場所にはミズキ・トチノキ0アサガラ・シデ類・

アワブキ等の比較的湿性の高木が多い．スギ稚樹数の多

い場所にも，少ない場所にも余り出現せずおもに申程度

の場所に多く出現する樹種としてホホノキ・コバノトネ

リコをあげることができる。

第2表主要樹種とその出現率

樹
リ カ ブ ク ア ム チ イ ム

ー
タ ネ ミ ウ ツ コ ミ ト シ ア ア ホ

ユ フ ツ ス
ル

ノ弍

種
ヨ 口 オ シ ウ ヌ サ ム

ノベ
ギ ノ チ サ ワ ホ

工 ゴ キ ジ ヨ シ
ス樹

ト
、 ズ

ウ モ ノ、 カ ク ツ マ シ ツ ウ
ー

キ 不 ノ

ギの
ガ ブ ノ

ザ ユ
、

ツ

稚数 ブ
フ リ

デ ナ ジ ダ リ サ ゲ く
ノマ キ ジ ク ミ コ キ キ デ ラ キ キ

％

多い
6ア 58 67 67 50 58 58 33 8 58 58 67 33 25 O 8 O

／7

0 8
／7

申 86 7
1

7
1

57 7
1

43 50 50 43 7
1

29 43・ 14 36 50 7 0 36 7 0 50

少ない 58 75 58 ア5 42 50 33 8 8 33 8 25 8 0 33 42 42 50 50 33 17

． i一平均 7
1

68 66 66 55 50 50 、32 2
1

55 32 45 18 2
1

29 18 13 34 37 13 29

　上記のごとく天然スギはブナ。リョウブ・ウリハダカ

エデ・ムシカリと混交林をなすことが多いが，スギに必

ず随伴して出現する樹種はなく出現率はリョウブのブ1％

が最高で，ブ才は予想に反し66％を示すにすぎない。こ

れはスギが比較的海抜高の低いほうまで出現するのに対

しブナは低地にあまり出現しないためである．

sokyu

sokyu
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　天然スギは本調査地では海抜480～l180mの全域に分

布するが，その伏条稚樹は海抜800m以上の申腹より上

部に多く出現し，／000m以上では多少少なくなる傾向が

ある．

　　　　　　皿。スギ伏条稚樹の成長．

　人工の余り加わらないスギ広葉樹混交林内の天然スギ

は⊥般にその伐根断面において申心部に年輪密度のきわ

めて高い部分を有し，その外側に年輪密度の低い肥大成

長の良好な部分を有するものである。

　このことは天然スギが稚樹時代に極端な被圧をうけて

肥大成長の微少な時代を経た後，何らかの原因により被

圧より解放されて成長が良好となったことを示すのであ

って，この調査では前者を被圧時代，後者を解放時代と

し，稚樹は被圧時代にいかなる発生のしかたをなし，ど

の程度の成長をなすかを知るため，スギの混交率16～85

％程度のスギ広葉樹混交林内におけるスギの稚樹45本を

樹高階別に堀取り測定した．

　樹高は20cm以下・21～40cm・41～60cm・61～80

cm・8／～／00cm・／01～／20cm・121～160cm・／6／～200

cmの9に階別し，それぞれ5本ずつにつき成因，発根

部位及ぴ発根部位より垂直距離30cmの点における直

径，年輪数更に樹冠巾，葉量，根量及び根の深さを測定

した。

　直径は長径と短径を0．1cmまで測定しその平均値で

示した．年輪数は試料より円盤を採取し顕微鏡で測定し

た．葉量は緑色部全部の重量で，根量は地下部の全重量

で示した．

8本は枝が発根後発根部より母樹に近い部分の腐朽をき

たしたものであると考えられ，現在まだ母樹と連絡して

いる伏条稚樹も近い将来に連絡部が腐朽して母樹より独

立するのである。

　本演習林ではスギの倒木はほとんど見られず従って倒

木の側枝の発根したものはなく，ただ落枝の発根したも

のか伏条か判断のでき難い稚樹が2本あった．これは稚

樹の基部が湾曲しており，その主根となす角度は直角に

近く実生でないことはほとんど確実であって，a，Cのい

ずれとも判断のでき難いものである．

　田申14）は兵庫県で落枝の発根したものが量的に多かっ

たと述べているが，この調査では確実にそれだと認めら

れるものはなかった．ただ広葉樹の腐朽した伐根上に未

発根のカルスを形成した生きた落枝を1本発見したので，

当地方に落枝の発根したものは全然ないとは言えないが

きわめて少ないことは確実である．

　実生のものも／本あったが，うっ閉せる林内では実生

苗は発生し難くg）よほどの好条件の場所例えぱ尾根筋の

十分に光線の当る所，うっ閉が強く破られた所にしか出

現しないようである、

　伏条及び確実に伏条と思われるものが45本申42本で，

当地方の天然スギの稚樹はほとんど伏条により成立した

ものであると考えられる．

　2．稚樹の成長

　本調査地における天然スギの稚樹は前記のごとくほと

んど伏条更新によるものであるが，母樹の下枝はわわよ

そどの位の大きさ，年令の頃に発根して稚樹として独立

叫るかをまず考えることとする．

1．稚樹の成因
第5表　発生直後の伏条稚樹の各種測定値

　裏日本に広く分布する天然スギは一般に伏粂性がきわ

めて強い。匹見地方の天然スギもその例外ではなく伏条

更新による稚樹が多いが，天然スギの成立原因としてあ

げられる次の4のうち伏条による稚樹はどの位の割合を

しめるのであろうか．

　a．伏条

　b．実生
　C．落枝の発根

　d．倒木の側枝の発根

　45本の稚樹について精査したところ，稚樹の一部が母

樹と現在連絡しているものすなわち完全に伏条と認めら

れるもの34本，幹の基部が真直ぐ直根となって垂下した

実生と考えられるもの1本，母樹と連絡していないが発

根部より一前方に簡箇枝の腐朽したあとが5～20cm附着

し，その延長方向にスギ立木又は枯死木があって伏条に

より成立したことがほぼ確実なもの8本があった．この

根　重　量

　gr
0．4

0．4

0．6

1．0

／．0

1．4

2．4

3．5

3．5

5．0

5．0

5．5

6．0

9．5

樹　　　高

Crα

8
20
／8

20

33

45

20

29

45

40

50

55

40

58

地際直径

　Crn
0，25

0，35

0．3

0，45

0．5

0．9

0，35

0．5

0．7

0．6

1．0

0．9

0．6

／．1

地際年令
年

8
／2

9
17

6
24

9
13

24

9
20
／4

／
／

19



沖村義人。山根良夫・小野正行 匹見演習林における天然スギの研究 一／3一　．

　下枝が土壊に接触し発根を始めてから／～2年の間は根

量はきわめて少なく／0grをこえることはほとんどない

と考えられるので，調査稚樹のうち根量／0gr以下のも

のの樹高・地際直径・年輪数を第5表に示した．

　すなわち樹高8～58cm，地際直径0．25～／．／0cm，年

輪数6～24ケであるが，この表よりみて発根を開始した

年の根量はさほど多いとは考えられず，発根当年に5gr

に達するものがあるとしても調査稚樹申のその最大樹高

は50cm，最大地際直径／．0cm，最大年輪数は24ケであ

る．

　伏条の成立についての調査は少なくスギについて申江

4）5）は樹高／m未満，直径／cm以下の稚樹の割合が多い

ことを報じ，山内16）はヒバについて直径2cmをこえる

ような太い枝は発根率が著しく小さく枝条の接地部の直

径が／cm未満のものが著しく多数発根していたと報告

している．

　本調査地では母樹の下枝が発根した当時の大いさは，

おおよそ樹高は50cmまで，地際直径は／cmまでで，

特に地際直径が／cm以上で根量5gr以下のものは見ら

れなかったので接地部の直径1cm以上の枝は発根が困

難であると考えられる．

　然し伏条稚樹の正確な発根時点を知ることは困難で，

ここではうっ閉した林内における伏条稚樹の枝の時代か

らの成長状態について考察をすすめる．

　被圧状態のもとにおけるスギ伏条稚樹の樹高階別の成

長状態は第6表の通りである．

第6表 伏条稚樹の樹高階別の平均測定値

地際における 地上30cmにおける

樹高階 調査本数 平均樹高 根の深さ 葉の重量 根の重量

年　輪 直　径 年　輪 直　径
本 Crn Cnユ

C
r
n
＾

Crα gr 9「

0．2m以下 5 17 1
1

0．34 □ 8 5 1
0．21～0．4 5 35

／
／ O．6 2 0．3

／
／ 49 4

O．4／～0．6 5 48 20 0．9 ／0 0．5 ／3 64 ／0

0．6／～O．8 5 68 23 ／．5 10 ／．0 22 ／98 4
1

0．8／～1．0 5 90 29 ／．ア ／8 ／．3 25 252 ア4

／．01～／．2 5 ／08 39 ／．7 28 ／．3 24 ／80 58

／．2／～1．4 5 ／29 38 2．5 27 ／．9 25 254． ／20

／．41～／．6 5 ／52 44 3．0 36 2．6 4
1

506 ／81

／．6／～2．0 5 ／82 45 3．6 37 3．0 45 5／5 235

　a．樹高成長
　調査した稚樹の発根部にわける最小年輪数は6ケであ

り，更に根の深さ・根量よりみて発根後あまり年数を経

ていないと考えられる樹高20c皿未満の稚樹の平均年令

は／／年である．発根部の枝の年輪数が6ケ以上であった

ことは，その枝の基部の年輪数はそれよりかなり多いこ

とを示すもので換言すれば発根する枝の年令は大体／0年

以上であると考えてさしつかえないであろう．

　発根時における枝の発根部位での年輸数，発根部位よ

り枝の先端までの垂直距離（発根時の樹高）は多様である

ので，樹高と年令との関係は第2図のごとく明瞭でない

が一応の関係式を示すと次の如くである．

　　　　h＝3．6y－15

　　　　h：樹高cm　　y：年令

　この関係式より発根部位の年輪数4までは樹高0以下

で，6で樹高は約アcm位となり，この程度以上になっ

て伏条枝は発根するようである．事実林内において発根

部位の年輪数が6以下のものはほとんど発見できなかっ

樹禽

16o

120

こ肌

46　　　　　⑧⑧

　　　　10　　20　　30　　40　　50　　ω　斡

　　　　　第2図樹高と年令

た．これは枝が発生後被陰のため伸長遅く，接地するの

は枝が幹から発根部までの長さより以上に長くなってか

らで，その間に相当の年月を要し，又地面に接しただけ

ですぐ発根するとは限らず土砂・落葉等によつて接地

部がおわわれてから発根するようで，この接地より発

sokyu
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根までに更に数年を要するためではないかと考えられ

る。

　前式より発根後の樹高の伸長量は／ケ年当り3．6cm

となる．

　次に発根部位と地上30cmにおける年輸数を比較する

と第ア表の如く最小2年，最大20年の差があり，これは

樹高が30cm高くなるのに成長良好の場合には2年，成

長不良の場合は10倍の20年を要し成長の良否により相当

の差があることを示している．然し平均して10土1．3年

を要し，1年平均3cm伸長したこととなり上式のろ．6

Cmと大差がない．伏条スギ稚樹の成長は柴田10），中

江5）が調査しているが，柴田の報告では年平均4．7～7．2

cm，申江の報告では3．3～3．アc：mであって本調査地の

結栗は申江のそれとほとんど一致する．

　いずれにしろ伏条スギ稚樹の成長は有田1）も指摘した

通りきわめて遅いのであるが，その環境の相違により／0

倍もの差があるのは施業上特に注意すべき点である．

　b．直径成長
　直径の成長もきわめて小さく，地上30cmにおける幹

の／cm当りの年輪数は第8表の通りである．

第7表地際と地上30cm点の年輪数の差

年輪差1・
本　数1

4

2

6
l　l・

7 9
ア

10

5

1
1

12

5

／3 ／6 ／7

2

／8 20

第8表地上30cmにおける年輸密度

年
輪
数

白

至

本　　　　数

10

15

16

20

9

2
1

25

7

26

30

31

35

4

36

40

6

4
1

45

3

46

50

5
1

55

56

60

2

61以上

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3
　即ち直径1cmの間に少なくて10ケ，多い場合には8

ケの年輸があり，このきわめて高い年輪密度は天然スギ

稚樹の被圧時代にあらわれ天然スギの伐根がその申心部

にもっている年輸密度の高い部分に相当する．

　この被圧時代の直径成長量は平均0．5～0．8mmで，柴

田10）の1．4～1．6mm，’四手井13）の0．9～2mmより更

に小さく，申江5）の0．4～0．8mmに近似する。従って

直径1cm太るのに平均15年も要し被圧時代の伏条稚樹

の成長がいかに小さいかがわかる。

　この被圧部分の大きさは人為・天災等によるうっ閉の

破壊までの期間に左右されるもので，うっ閉の破壊後は

肥大成長は盛んとなり年輸巾は広くなる．

　次に地際における直径と樹高との関係を示すと第3図

のようで，この両者間には比較的密な関係があり，次の

関係式が成立する。

　　　　h＝53d－3

　　　　h：樹高cm　　d：直径cm

　即ち地際直径／cmの稚樹の高さは約50cm，直径4cm

位となって樹高は2mを越える．

　四手井13）も稚樹の樹高と直径との関係は一次式で示さ

れると述べ，両者間に密接な関係を認めている．

　C．葉　量

　天然スギ稚樹の樹高・直径両成長共に前述のごとくき

わめて微小であるのは主として被圧による同化物質の過

樹高

1
6

120

8
0

刎

c肌

⑧　　　　　⑧

1　　　　　　2　　　　　　3　　　　　　4　　　厘螢肌

第ろ図樹高と地際直径

少によるのである．同化物質の量は光線の量及ぴ質0炭

酸ガス量・温度その他によりかなり変化するが，同化器

管たる葉の量にも勿論影響されるのであって，天然スギ

稚樹の成長を論ずる場合葉量を考慮の外におくことはで

きない。

　ここでは光合成を行なう器管の量を問題とするので光

合成を行なう葉緑素を含む縁色部全体を葉量とする．樹

高と葉量との関係をみると第6表の如く両者間に判然た

る関係は見出しえないが，大体比例的関係があり葉量は

樹高と共に増加する．



沖村義人・山根良夫・小野正行 匹見演習林における天然スギの研究 一／5一

第9表被圧稚樹と苗畑稚樹の比較

~~ ~C 
i~~{f, 

~Z~1 +~I*~f 
J~~ ~~ J~~ 

~~~ ~~~~ = ~: ~; 
~
~
 

J~~~ 

cm gr gr gr , gr 

55 49 4
 

20 5
 

50 64 10 
5
1
 

19 

70 1 98 
4
1
 

1 Jz8 54 

90 252 74 250 70 

110 1 80 58 

1 50 254 1 20 600 1 50 

150 506 181 800 21 o 

1 80 51 5 255 945 258 

　解放地における実生稚樹の葉量と比較すると第9表の

ごとくその差は小さく被圧下の伏条稚樹の葉量が特に小

さいとは言えない。光合成を行なう葉の量にほとんど差

がないにもかかわらず天然スギ稚樹の成長が小さい原因

は光線量の少ないことに帰せざるをえない。一般に伏条

スギ稚樹の葉は主として陰葉であるが，解放地における

同程度の樹高をもつ実生稚樹と比較してその量には大き

な差はないのである．

　d．根量及び根の深さ

　水分の吸収・無機物質のせっ取を行う根の量も成長に

重大な影響を及ぼすのである．地下部の全重量を根量

として樹高との関係をみると第6表に示すcとく明瞭な

関係はみられないが，大よそ次の如き関係式が成立す

る．

　　　　h＝17．4r　o．41

　　　　h：樹高cm　　r：根量gr

　すなわち樹高50cm位までは根量の増加は僅少で，そ

れ以後は急速に根量を増加するようである。発根してか

ら樹高50cm位までは母樹とまだ連絡しており水分・栄

養物質ともに少量ではあるが母樹より補給をうけて稚樹

は生活していると考えられ，50cm以上になるとおおむね

母樹との連絡枝が寓朽して自力での生活をしいられ根量

は急速に増加するようである．すなわち上式より計算す

ると樹高20cmで根量は／．4gr，30c㎜で3．8gr，40cm

で7．69r，50cmで．て39rしかないが，1㎜では719r，

2mでは3869rとなる．一方この根量を解放地におけ

る実生稚樹の根量と比較すると第9表のcとくあまり差

はないようであるが，葉量に対する根量をみると樹高の

低いもので根の発達の不良であることがうかがわれる．

従ってかかる葉量と根量とがアンバランスな樹高の低い

稚樹は乾燥の害をうけやすいと言わねばならない．

　更に根の深さをみても樹高50c1mまでぽ大体15cm以

下できわめて浅く極度の乾燥にあえば直ちに枯死せざる

をえない位の深さである．

　樹高がlm程度となると根の深さは次第に深くなり，

樹高2m近くで大体50cm位の深さとなる．柴田11）も

同じ煩向を認め，スギ稚樹は地表に粗寓植の堆積をみる

ところでは表層浅く根系を発達させ，樹高が十分高くな

ってから心土まで根を発達させると述べている．

　申江4），四手井13）も樹高の低いものは根系の発達が不

良で葉量に比較して根量が著しく少ないようであると述

べ，いずれも葉量と根量との不均衡を指摘している．

　以上より天然スギ稚樹の被圧下における成長はきわめ

て小さく，樹高は1年に平均3～4c：mしか伸長せず，幹

の直径はlcm肥大するのに平均15年を要するのである．

　稚樹の成長に重要な働をなす葉及び根の量は解放地の

実生稚樹に比し特に少ないとは言えないが，ただ樹高の

低い稚樹にあっては両者間の不均衡がめだつのである。

　疎開後の後継樹とみなされる樹高1．5m以上の稚樹も・

被圧下の成長はきわめて運く，その原因は光線量の少な

いことであると考えられる．従ってうっ閉を強く破り十

分な光線を与えれば伏条稚樹は良好な成長をなすであろ

う．

1V。伐　根　調　査

　当演習林は前述のごとく大部分がスギ広葉樹混交林で

あり，1％0年春より伐採に着手した第1林班はスギの混

父率50％程度でその代表とみなすことができるので，伐

根の調査を行ない同地方のスギ天然生林の更新状態を推

測する．調査地は赤谷に沿った海抜500～700mに位置

し面積1／haで平均35度の急傾斜の西向斜面である．

　伐採前の林相はウラジロガシ・ハイノキ・ツクバネガ

シ・リョウブ・エゴノキ・アサガラ・カナクギノキ・イ

ヌブナ・ウワミズザクラ・ホホノキ．シデ類・ムシカリ

・ウリハダカェデ・ヤマザクラ・ミズナラ・キハダ・・ノ

ブノキ等の広葉樹類に天然生スギが点状に混交し，一部

尾根筋にツガ・モミ・アカマツをわずかに混えた針広混

交林であった．地床檀物としてはエゾユズリハ・ヒサカ

キ。サイコクミツバツツジ・ツルシキミ・クロモジ・ヤ

マシグレ等が主として認められた．

　蓄積は広葉樹700m3。スギ250m3（424本）で，モミ

・ツカ・アカマツは15m3あり，スギの混父率は26％で

あった。伐採跡地のうち整理のすんだ約5haより／00

ケの伐根を選び調査した．なお同地には被圧部分を2回

有する伐根が多数あったので，別に30ケの伐根を作為的

に選び調査した．

　調査伐根の伐採点の高さは5～95cmの間にあって相

当な差があり，被圧時代の稚樹の成長は前述のcとくき

わめて小さいので，伐根高の相違により直径・年輪数は

かなり変化すると考えられる。従って同一の高さにおい
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て比較するため地上30cmの高さにおける直径・年輪数

に換算した．換算は現存稚樹の被圧下における成長状態

の調査結果を使用して行なった．すなわち被圧下では樹

高は／0年で30cm，直径は15年でlc血成長する割合で換

算した．現在の森林と当時の森林とでは林況が全く同一

であるとは限らず多分相違すると考えられるが，極端な

差があるとは思われないので現存稚樹の成長緕果を使用

してもさしたる不都合はないであろう．

　伐根高は伐採断面の申心より地表面までの垂直距離で

示した．天然スギは一般に積雪の多い傾斜地に生育する

ため根曲りが多く伐採断面は通常楕円形をなしている。

従って直径は長径と短径を測定しその平均値で示した．

年輪数はすべて拡大鏡を使用して測定した。

　／．スギ伏条稚樹が成長を回復した時期

　調査を行なった100ケの伐根はすべて中心部に年輪巾

の狭い被圧部を有し，一その外側に急激に成長の良好とな

った年輸巾の広い部分を有していた．天然スギの稚樹が

旺盛な成長を開始するのは主として光線量の増大による

のであって，広葉樹の巻枯しにより被圧稚樹の成長が急

に回復したり10），広葉樹の疎開による環境条件の改善に

よって成長が回復したりする13）．従って年輸巾が急に広

くなるのはうっ閉の破壊により稚樹が被圧から解放され

たことによるとみてよく，本調査地の伐根が成長を回復

してからの年数は第4図に示した．

35
％

30

25

20

1
5

1
0

5

　　　20　　　　　40　　　　　60　　　　　80　　　　　100　　　　　120　年

第4図　伐根の成長回復後の経過年数とその割合

　この被圧より解放されてからの年数は最小19年，最大

183年で非常な差があるが，伐根の半数は45～65年で，

この他に約30年のものが15％，約90年のものが／0％近く

あった．このことから1％0年に伐採された天然スギは約

30数年前・60数年前・90数年前の3回成長を回隼する機

会に恵まれたものと考えられる．

　すなわち本演習林は約50年毎に伐採されうっ閉を破ら

れてスギ稚樹は受光量をまし成長を回復したようである

が，その伐採はぬき伐り程度であったらしく強くうっ閉

を破られた部分では直ちに稚樹は戒長を同復し，一方う

っ閉の破壊程度の少ない部分では稚樹の成長は回復せ

ず，前記のじとく1年当り3～4cmずつの伸長をつづけ，

数年～十数年後樹高が広葉樹樹冠層をこしてから又は次

回の伐採後急に成長を回復したものと推測することがで

きる．四手井13）も疎開の影響のうけかたが部分によって

異なり従ってスギ稚樹がおう盛に成長をはじめるに要す

る年数にも多少の差を生ずると述べており，うっ閉の破

壊によりすべてめ稚樹が一時におう盛な成長を開始する

ものではない．

　約90数年前に成長を回復した伐根の数が少ないが，こ

れは約60数年前又は約30数年前にその大部分が伐採され

たためであると考えられる．

　明治以前にはタタラ製鉄のために広葉樹はかなり利用

されたようであるが，明治以後本演習林のごとき奥地林

で広葉樹が皆伐されたとは考えられず天然スギや特殊用

途を有する大径の広葉樹のみがぬき伐りされたと推測す

るのが妥当である．従って伐採穴にある稚樹は直ちにお

う盛な成長をなし，然らざるものはなお暫らく被圧状態

を続けたと考えられる．

　約30年前に成長を回復した伐根が15～20％あり，約60

年前のものが50％近くあったことからスギ稚樹は疎開宇

うけてから往時の利用径級に達するのに約60年を要し，

特に成長良好な場合には約30年を要したものと考えられ

る．

　従って約90年前に成長を回復したものは大部分約30数

年前に伐採され，特に成長の遅れたもののみが今回伐採

されたのであろう．

　次に本調査地では年輸密度の高い部分を2ケ有する伐

根がかなり存在するがうこれは最初の被圧期をすぎて成

長を回復した後再び被圧時代を経たものと考えられる・

　この2回被圧時代を経た伐根ろ0ケについての調査結果

は第10表に示した．

　第／0表より半数の／5ヶの伐根は約30数年前に2回目の

成長回復期に入っており，その項うっ閉が強く破られた

のは前記の推測と相まってほとんど確実である．

　第1回目の成長回復期より伐採までの経過年数は第5

図に示すCとく約60年のもの60％，約90年のもの40％で

ある．これらはその当時被圧より解放されておう盛な成

長を開始したが，伐採穴の過小のためにやがて周囲の広

葉樹により穴をふさがれたか，又はより成長の早い広葉

樹のために再び被圧され，大よそll～50年間被圧状態を

つづけ主として約30数年前に再び被圧より解放されて成
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第／0表 被圧部を2ケ有する伐根の調査表
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20

1
0

彩

長を回復したものである．

　伐採の影響が残存木の成長に明らかに現われるのは伐

採後4へ5年目である12）ので，本調査地は現在までに少

なくとも成長回復時よりの年数に4～5年を加算した約

100年前・約70年前・約40年前と大体30年じとに稚樹が被圧

より解放される機会があったようで，「大体30年位の周期

で天然スギを伐採する」との土地の古老の話と一致する．

　従って被圧状態にあった天然スギの伏条性稚樹は上層

クローネの破壊により被圧より解放されてから，早けれ

ば50年で伐採可能の大きさとなったが，なかには再び被

　　　20　40　　60　　80　100　120年
第5図被圧部を2ケ有する伐根が最初に成長を回

　　　　復してからの経遇年数とその割合

圧状態に陥り成長がおとろえ次回の伐採により成長を回

復したものも少なくない。

　2．成長を回復した稚樹

　調査地においては大体30年の周期で伐採が行なわれス

ギ稚樹は成長を回復したと考えられるが，上層クローネ

の疎開された場所の稚樹全部が成長を回復したか，又は

疎開当時ある程度以上の大きさに達していた稚樹のみが

成長を回復したのであろうか．

　地上30cmの高さにおける直径に換算した結果，被圧

より開放された当時の伐根の直径は0．7～／9．8cmの間

にあり，4．1～8cmのものが約半数を占めていたが，一そ

の直径別本数割合は第6図の通りである。

25
老

20

1
5

l
O

5

24‘R101914－161只9n99cη1I直イ…i…＝2 4　6　8　10　12　14　16　18　2022帆直径

第6図 地上50cmにおける直径別本数割合

　直径2cm以下のものは全体の5％にすぎず従って解

放後成長を回復した稚樹は地上30c1mの高さにおける直

径が2．1cm以上のものであったとみてよいようである。

　地上30cmの高さにおける直径（d）と胸高直径（D）

との関係を現存稚樹について測定した結果は第7図の通

りで，その関係式は次のごとくである倒
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胸高直径

1
0

6

斗

42

C肌

　　　　　　　　　　　⑧
　　　　　　　　£

　　　　　　も　8
　　　　　　⑧⑧
　　　　　　⑧鯵

　　　　　　　⑧

　⑧　竃

⑧軸

　　　　　　2　　4　　6　　8　　10　　12帆
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　地上30m－o植径

　　　第ア図　胸高直径と地上30cmの直径

　　　　D＝d－／．5　単位：cm

　この関係式より成長を回復したとみられる地上30cmの

高さにおける直径2．1cm以上のものは胸高直径で0．6cm

以上あったことになり，約半数の伐根は疎開時に2．5～

6．5cmの胸高直径をもっていたことになる．

　次に地上30cmの高さにおける直径（dcm）と樹高

（hcm）との関係は第8図に示したCとく明瞭でないが，

その近似式を下に示す．

樹富
I0　肌

8

6

4

2

　　　　　　　　⑧

　　　　　　　　　誰　　⑧
　　　　移　　　　　　　⑧

　⑧　　　　　　　⑧　　　　　　⑧

　　　　　　⑧　　　　　⑧
　　　　　　　　　　⑧⑧

　⑧　　　鰯　　艶　　　　⑧⑧

　　　　⑧
　鰯⑧　　　　⑧

　　246810直径c肌第8図　樹高と地上30cmの直径

　　　　h＝60d＋30

　この近似式より伐根の稚樹時代における樹高を推定す

ると，直径2cmのもので樹高は1．5mとなり，調査伐

根の約半数をしめる直径4．／～8．0cmのものは樹高2．8

～5．1mとなる．従って1％0年に伐採された天然スギは

被圧より解放された時は大体胸高直径06cm以上・樹

高1．5m以上あったものと考えられる．

　矢作17）も伏粂性スギ稚樹は樹高1．5m位に達し適当

な樹冠と着根をえて独立した1個体として生育しうると

述べ，本調査地において成長を回復した稚樹とほとんど

同じ大きさの稚樹が成長をつづけうることを認めてい

る．

　中江5）の報告によると稚樹は樹高約1m程度のものが

最も多く，本調査地にわいても1m位の稚樹の数が最も

多いが，上層クローネの疎開当時最も多数を占めていた

であろう樹高／m程度の稚樹の成長したものがほとんど

今回の伐採に含まれていないのは途申で消失したためと

考えられる．

　樹高1m近くのスギ稚樹は葉量に対して根量少なく，

根の深さも浅いのでうっ閉の破壊による表土の乾燥に対

しきわめて抵抗カが弱いのは当然である．天然更新にお

いては稚樹の消失に表層土の水分条件が強く影響するの

で13），かかる根系の発達不良の稚樹は乾燥の害により消

失したものと考えられる．

　上記のごとく上層クローネの疎開により成長を回復で

きた伏条性スギ稚樹は樹高1．5m，胸高直径0．6cm以

上のもので，それ以下のものは乾燥により消失したか，

又は次回の疎開まで被圧されたままで僅かな成長をつづ

けたものと思われる。

　　　　　　　　V．摘　　　要

　申国山脈の西部地方は天然スギの多い地域で，古くよ

りぬき伐りを行なうだけでスギは更新してきたが，近時

木材需要の増加によりスギ天然生林も皆伐されるものが

多く次第にその林相は失なわれつつある．従って天然ス

ギの更新に関する研究の完成が一日も早く望まれるの

で，その研究の基礎調査の一端として同地方で大面積を

しめるスギ広葉樹混交林の概況，その林内でのスギ稚樹

の成因・成長及び成林したスギ稚樹の概況につき調査し

た結果明らかになったことは次の通りである。

　1）天然スギの純林は大よそ海抜1000m以上の尾根筋

に現われることが多い．

　2）天然スギは一般にリョウブ・ブナ’カエデ．ムシ

カリ等と針広混交林を形成している．

　3）天然スギの稚樹はスギ純林よりもスギの混交率／6

～85％の針広混交林に多い。

　4）スギ稚樹は山の斜面においては申腹～尾根筋に多

く，沢筋には少ない．高さにおいては800～1000mの区

域に最も多く，800m以下では少ない．

　5）　天然スギ稚樹の大部分は接地点よりの高さ50cm

以下・接地点の直径1cm以下の母樹の下枝が発根した伏

条である．
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　6）天然スギの稚樹は被圧状態のもとでは成長きわめ

て遅く，樹高は年平均2．ア～3．6cm，直径は0．5～O．8

mmしか成長しない。その成長不振の原因は主として陽

光の不足と考えられる．

　7）上層クローネの疎開後スギ稚樹は一般におう盛な

成長を開始するが，1％0年に伐採されたスギはほとんど

紺00年前・約ア0年前及び約40年前に被圧より開放された

ものである．開放されたスギ稚樹の申には再び被圧され

て成長がおとろえ，次回の開放により再度成長を回復し

たものも少なくない．

　8）成長を回復しえた稚樹は疎開時に樹高1．5m，胸高

直径0．6cm以上に達していたもので，それ以下のもの

は葉量に対して根系の発達が不良で乾燥の害により消失

したようである．
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Su㎜㎜鋤y

　In　the　westem　part　of　the　Ch亘goku　range，natura1Sug1treesてCryptomer1a］apOn1ca）can

generauy　be　found0Yer　many　of　mounta1ns

　To　co11ect　data　for　a　stud．y　on　reprod．uct1on　of　them，the　wr1ters　mad．e　so皿e　pre11m1nary

mvest1gat1ons　m　the　Sh1mane　Agr1cu1tura1Co1lege　Forest　of　HIKIMI　from1956to1960

　Resu1ts　investigated，were　as　fouows：

　1　Pure　forests　of　natu．ra1Sug1were　found　growエng　ma1n1y　on　the　r1d．ge　皿ore　than1000＝m

ab0Ye　the　sea．

　2　In　mlxed．forests　natura1Sug1trees　were　found　most1y　w1th　some　broad。一1eaved　trees．such

as　Buna，Ryobu，Kaede　and　Mus1kar1

　3　Genera11y　speakmg，the　young　trees　of　natura1Sug1were　found　often　m　the　m1xed　forests

than1n　the　pure　forests，and　on　the　r1dge　and　the　m1d－s1ope　than　m1ower　areas

　4．　Young　trees　of　Sugi　were　reprod．uced　by1ayers，i．e．twigs　of　mother　trees．

　5　Layers　were　very　slow1n　growth　under　a　c1osed　stand，the1r　mean　annua1growth　measured

27～36cm1n　he1ght　and　on1y05～08mm　m　d1ameter

　6　The　natura1Sug1wh1ch　were　cut　down1n1960had．been　11berated　from　suppressed

cond1t1on　tw1ce　ca70and．40years　ago　And－many1ayers　began　better　growth　at　those　t1mes，

but　few　fe11aga1n　mto　suppressed．cond．1tlon　after　some　years　and　then　they　recovered．the1r

power　of　growth　when　next　chances　was　g1ven

　7Thewntersfoundatrendthatthe1ayerstaHerthan15mcou1drecoyerthe1rpowerof
growth　after11berat1on　Whereas　the　shorter　ones　cou1dn’t　perhaps　because　of　the1r　suffer1ng

from　d．rought　due　to　the1r　sha11ow　and11m1ted　root　system



島根農科大学研究報告 第9号A－2林学（196／）20

プロット調査附表

広　葉　樹

本数

3／

23

19

　8

10

　8

25
／6

／5

13

20

24

15

　8

24

15

3
1
13

16

33
ア6

49

31

33

16

38
5ア

25

28

36

29

60

18

37

19

16

38

53

33

2
1
4
15
！

19

15

22

材　積

m3
0，／1

0，77

0，73

0，65

0，05

0，25

0，85

0，55

0，33

0，05

0，70

5，11

0，35

0，24

5，15

0，12

0，86

1，04

0，49

0，68

1，／5

1，12

1．4ア

2，85

2，46

1，29

／．84

5，00

／．60

0，07

5，91

1，50

1，60

2，65

1，94

0，50

1，70
／．9／

2，93

1，39

2，00

1，81

／．29

2，／2

1．5ア

ス　ギ

混交率

9ア

66

78
／6

99

95

6
1
67

9
1
99

7ア

　0

90

％

　0

％

6
1
17

69

ア5

／6

／ア

5
／

　7

55
5／

　0

13

　9

ア4

13

　5

12

4
36

70
3
／

5
15

52

5
30

53

8
12

スギ稚樹本数
1～50
Crα

　卒
　1

　8

　4

　0

　5

　7

　4

4
9
9
ア

5
5
7
9
1
7
0

／8

8
9

／0

14

12

2
2

5
9

／0

0
／0

3
5
2
8
8
ア

／0

6
5
7

10

3
7

151～
l100

　本

2
3
4
1
5
8
7

10

2
3
4
4
5

10

3
2
5
1

17

15

18

6
／0

3
2
8

3
5

2
1
　0

5
5
1
2

21

／5

3
25

2
6

10

2
6
8

10／～
　　150

　卑

0
1
3
1
2
1
1
0
／

3
3
2
2
2
／

／

3
1

1
1

8
2
3
3
0，

1
3

／

2
1
2
0
1
0
3
4
3
1
3
1
／

3
1
0
2

151～1301～
　　300　500

　本

7
3
2
2
6

　9

5
　／

／
1

8
9
0
7
8
0
6
6
1

／0

！8

5
3

18

6
9

15

5
12

23

／

5
3
8
8

／0

4
9

13

／0

／0

ア

8
3
2

　卒

2
1

10

0
1
4
2
9
1
3
4
0
4
8
0
2
2
1
2
7
／

3
7
2
3
7

2
0
6
0
2
／

3
2
3
3
1
4
6
2
3
2
／

1

十一
言
口

ギ

~f 
~
~
 

m3 
5 . 68 

1 .51 

2 . 46 

0.12 
4 . 06 

5.10 

1 .55 

1.15 

5.18 

4 . 05 

2 . 40 

海抜高

　m
1／30

／100

／080

／080

1080

／080

／080

／080

1060

／060

1050

1050

／030

1030

／030

1020

／0／0

／010

％0

％0

950

950

900

900

900

890

890

890

880

880

880

870

8ア0

860

860

850

850

850

850

850

830

830

830

830

830

斜固に
おける
位　置

申　腹
〃

尾　根
沢　筋
尾　根

〃

〃

申　腹
尾　根

申

尾

沢

尾

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

腹

根

筋

根

申　腹
尾　根
沢　筋

〃

尾　根

沢

尾

沢

尾

申

尾

〃

〃

〃

筋

根

筋

根

腹

根

申　腹
〃

尾　根
〃

申　腹
沢　筋

〃

ス

本数

／9

／0

12

4
26
／4

8
1
1
／4

20

／0

01
／

／4

1
15

6
6
8

25

13

10

30

／0

8
32

0
3

／
／

3
／

3
8
2
6

／0

10

15

8
20
／0

8
／3

8
10

2

に
る
置

面
け

斜
お
位

ロ
ト
号

プ
ッ
番

4
2
6
3
4
9
9
9
4
4
／
o
7
／
3
5
3
2
3
4
8
6
5
5
2
3
7
5
0
／
o
8
／
3
2
3
7
7
6
3
1
5
5
4
0
3
z
J
0

1
1
2
　
1
2
1
2
2
2
2
1
2
3
1
1
2
　
5
5
3
2
5
2
／
3
　
1
2
∠
U
　
2
1
1
1
4
3
2
5
2
2
3
2
1
2

1
7
3
5
5
5
5
5
3
5
0
1
5

3
／
7
7
／
o
0
2
8
5
3
0
7
1
3

m
0
・
0
．
0
．
0
・
0
．
0
・
0
・
0
．
0
・
0
．
0
・
5
．
0
・3，20

5，／／

0，01

3，01

1，36
0，2／

1，10

2，01

0，20

0，23

1，50

0，21

／．13

／．34

0，75

0，15

2，07

0，85

0，08

0，22

0，10

1，09

1，10

0．ア6

0，10

0，51

／．50

0，10

0，76

1，45

0，18

0．21

根
筋
根

尾
沢
尾

腹
根
筋
根

申
尾
沢
尾

腹
根
筋

申
尾
沢

筋
根
筋
根
腹
根

沢
尾
沢
尾
申
尾

　
腹
　
根
　
腹
筋

〃
〃
　
　
〃
　
　
〃
　
　
　
〃

　
申
　
尾
　
申
沢

∩
∠
7
0

1
］
1
〔
J

ノ
0
7
1

O
O
O
／

10
1
／

12

朽
／4

／5

／6

ーア

／8

19

20

2
1
22

％

24

25

％

27

28

29

30

3
1
班

弱

34

茄

砧

37

38

39

40

4
1
42

43

44

45

sokyu

sokyu

sokyu



2
1

沖村義人・山根良夫・小野正行 匹見演習林における天然スギの研究

56

28

24

20

27
6
／

24

5
54

45

珊

0
0
／
0

17

20

〔
J
∩
U

7
／
o
0

1
1
25
／2

0
／
0
∠

／0

20

17

／2

16

／0

0
8
6
／
7
0
3
3
0
0
／
2
1
2
2
／
0

ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
ー
．

o
∠
つ
ム

4
　
　
　
　
　
0

つ
■
一
　
　
　
　
〇

〔
∠
∩
U

9
3
7
ア
8
2
9
1
9
5
6
／
1
5
5
0

∩
U
　
　
　
7
0

（
∠
／
0

4
4

「
O
o
O

／
0
4

4
o
o
z
J
4
O
∠
　
　
　
7
つ
4
　
　
7
つ

0
∩
∠

つ
乙
O

∩
U
　
∩
）

（
∠
∩
∠

（
∠
∩
U

Z
O
　
　
　
O
∠

7
0
つ
乙

／
0
（
∠

（
∠
／
O

佃

弘

／
0
7
0

16

／7

［
J
1
て

（
∠
7
0

7
つ
7
つ

／
0
　
　
　
n
∠

∩
U
7
0

O
0
ー
マ

∩
U
　
∩
U

30

「
0
7
つ

o
o
420

9
／0

4
つ
ム

7
つ
o
O

4
　
　
　
つ
乙

（
∠
∩
∠

7
0
7
1

4
∩
∠

∩
U
7
0

ア
ー
O

（
∠
〔
J

18
／8

／9

24

25

化

7
1
∩
U

17

9
／0

つ
■
一
つ
■
一

∩
U
7
1

∩
U
　
∩
U

7
！
「
O

7
1
7
！

／0

一
－
つ
∩
U

7
1
7
1
／
0
（
∠

／0

2

2，34

1，80

1，44

2，03

2，／6

2，17

2，10

2，／4

2，24
／．／5

1，35

1．4ア

2，76

2，01

／．40

2，19

2，12

1，50
／．9／

1，70

1，66

0，97

0，60
／．89

1，99

1．3ア

O．57

0，60

2，76

0，55

0．／8

28

21

／8

／8

／5

調

20

29

26

70

η

／8

21

49

28

47

55

班

引

23

28

25

49

26

調

28
8
／

73

引

59

28

0，5／

0，40

0，34

0，64

0，7／

0，43
0．／ア

0，44

0，12

0，／5

0，03

0．0ア

0．／0

0，11

0，10

0，／3

0，／2

0，06

0，07

0．09

0，01

0，04

0，04

0，07

0，06

0．00

化
／
／

O
／
／
0

6
化

／0

ほ

／4

／5

〔
U
　
　
　
∩
U

／
／

n
U
　
∩
U

∩
∠
Z
O

つ
乙
∩
∠

／0

E
U
［
o

∩
U
つ
ム

フ
○
　
「
o

申腹
沢筋

〃

尾根
〃

申腹
沢筋

〃

申腹
尾根

〃

申腹
〃

尾根
〃

〃

〃

沢筋
〃

〃

　
根
腹
筋
根
筋
根
　
腹

〃
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃
　
　
〃

　
尾
申
沢
尾
沢
尾
　
申

〃

㎜
㎜
㎜
㎝
㎝
㎝
㎝
㎝
㎝
醐
醐
刑
㎜
㎜
㎜
㎜
湖
珊
醐
醐
㎜
川
川
川
㎜
㎜
捌
㎝
伽
伽
伽

化
4
7
4
8
4
9
5
0
5
1
5
2
蘭
5
4
5
5
5
6
5
7
5
8
5
9
ω
♂
叔
砧
“
6
5
6
6
α
鎚
6
9
7
0
7
1
7
2
7
3
7
4
7
5
乃



巾霜二輸Q侍輯｛

範記Q蕪堤斗K．山純陣

中範二幻へQ終鞘｛

箭星Q薫濯斗K■．寸拭帥

　　　　　　　　　　斗K寮峠Q

鐘噂㎎～鐘岳岬ト薫〕Fべ冒O00一．旧拭帥

　　　　　　　　　奏堤斗K

岬烏小ぐ〕一糧噂㎎Q■べ冒00具．N砿帥

噸1－Q溶拙誕峠斗K．r無帥

（妻一）糾蓉N－くφひ鞍如韓黒崖外米夜幽噂碩－s－

sokyu

fig094001.pdf


拙髄Q題鍵蝋も斗K．0戸碑陣

輕誰鮒も斗K　．ひ拭帥範里Q蓉鰹謝昌岬b匁】輻罵

．。つ無節

　　　　韓亙Q茸似鯉

轟織昌斗×心む倶】盤任．卜無帥圧‡Q鐘噂暇二輸Q轟鯉斗K．℃拭帥

蟹錦宙Q斗K蕪k心む倶】荘馳灘賦目一仁H甑、マ．氷哨噂｛・く欄起是


